
　
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
旧
松
本
、
筑

南
、
筑
北
、
あ
づ
み
、
穂
高
町
の
五
組

合
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
当
組
合
は
、
こ

の
一
月
末
を
も
っ
て
最
初
の
一
年
が
終

了
し
、
こ
こ
に
事
業
報
告
を
い
た
し
ま

す
。

　
十
九
年
度
の
林
業
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
木
材
の
流
通
構
造
に
変
化
が
生

じ
、
国
産
材
の
自
給
率
が
上
昇
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
世
界
経
済
の
大
き
な
波
に
追

い
風
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
一
方
県
内
に
お
い
て
は
、
森
林
税
の

創
設
に
向
け
健
全
な
森
林
造
り
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

林
業
に
期
待
を
持
て
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
十
九
年
度
は
合
併
初
年
度
で
約
百
名

の
職
員
と
と
も
に
事
業
計
画
に
基
づ
き

森
林
整
備
を
中
心
と
し
実
施
を
し
ま
し

た
。
事
業
量
は
十
％
増
と
健
闘
し
ま
し

た
が
剰
余
金
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
計
画
し
た
十
九
年
度
事
業
を
終
了
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
組
合
員
並
び
に
関

係
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
の

賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

組

合

長

　

　

向

　

井

　

　

　

清

　

副

組
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長
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強

　

　

　

　

　

　

五

十

音

順

　

以
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新役員　紹介

第１回通常総代会・会場風景
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松

本

広

域

森

林

組

合

は

、

県

下

最

大

ク

ラ

ス

の

森

林

組

合

と

し

て

、

合

併

後

一

年

が

経

過

し

ま

し

た

。

　

こ

の

間

の

、

組

合

員

の

皆

様

の

組

合

事

業

へ

の

ご

理

解

と

ご

協

力

、

ま

た

、

役

職

員

の

皆

様

の

運

営

に

対

す

る

ご

尽

力

に

対

し

敬

意

を

表

し

ま

す

。

　

県

土

の

約

八

割

を

占

め

る

森

林

は

、

山

地

災

害

を

防

ぎ

、

水

源

を

か

ん

養

す

る

な

ど

、

「
緑

の

社

会

資

本

」
と

し

て

様

々

な

機

能

を

発

揮

し

て

い

ま

す

。

　

ま

た

、

京

都

議

定

書

の

第

一

約

束

期

間

が

本

年

か

ら

始

ま

り

、

二

酸

化

炭

素

排

出

削

減

目

標

六

パ

ー

セ

ン

ト

の

う

ち

三

・

八

パ

ー

セ

ン

ト

を

森

林

整

備

に

よ

る

二

酸

化

炭

素

の

吸

収

に

期

待

さ

れ

る

な

ど

大

き

な

役

割

を

担

っ

て

い

ま

す

。

　

長

野

県

で

は

、

健

全

な

森

林

づ

く

り

を

進

め

る

た

め

、

「
信

州

の

森

林

づ

く

り

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

」
を

策

定

し

、

各

種

制

度

を

活

用

し

な

が

ら

、

計

画

的

な

間

伐

を

進

め

て

き

ま

し

た

。

あ

わ

せ

て

、

高

性

能

林

業

機

械

に

よ

る

間

伐

材

搬

出

作

業

の

効

率

化

、

生

産

コ

ス

ト

の

低

減

・

省

力

化

を

図

り

、

間

伐

材

の

有

効

利

用

を

促

進

し

て

お

り

ま

す

。

　

し

か

し

な

が

ら

、

今

だ

整

備

が

進

ま

ず

、

必

要

と

さ

れ

る

間

伐

を

推

進

し

て

い

く

た

め

に

は

、

財

源

が

不

足

す

る

こ

と

か

ら

、

県

で

は

、

本

年

四

月

一

日

か

ら

新

た

に

「
長

野

県

森

林

づ

く

り

県

民

税

」

を

導

入

い

た

し

ま

し

た

。

　

こ

の

税

を

活

用

し

、

こ

れ

ま

で

整

備

が

進

ま

ず

、

放

置

さ

れ

て

い

た

集

落

周

辺

の

里

山

を

中

心

に

、
地

域

（
集

落

）
ぐ

る

み

で

の

間

伐

推

進

の

取

り

組

み

を

支

援

し

、

集

中

的

に

間

伐

を

推

進

し

て

い

く

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。

　

こ

の

よ

う

な

間

伐

の

推

進

に

あ

た

っ

て

は

、

森

林

所

有

者

の

皆

様

の

協

同

組

織

と

し

て

、

ま

た

、
地

域

林

業

の

中

核

的

担

い

手

と

し

て

、
森

林

組

合

の

果

た

す

役

割

が

、

ま

す

ま

す

重

要

な

も

の

と

な

っ

て

お

り

、
合

併

に

よ

り

、

広

域

化

し

た

メ

リ

ッ

ト

を

十

分

発

揮

さ

れ

る

こ

と

が

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

。

　

組

合

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

「
提

案

型

集

約

化

施

業

」
を

確

立

し

、
長

期

的

な

事

業

量

確

保

に

よ

る

経

営

の

安

定

化

を

図

る

と

と

も

に

、
雇

用

条

件

の

向

上

に

よ

る

受

入

体

制

の

整

備

や

新

規

就

労

者

の

確

保

な

ど

に

よ

る

担

い

手

の

確

保

を

進

め

、

特

に

、
収

穫

期

を

見

据

え

た

森

林

施

業

の

た

め

に

、

高

性

能

林

業

機

械

の

導

入

と

、

そ

の

機

械

を

巧

み

に

使

用

で

き

る

技

術

者

の

育

成

確

保

と

地

域

へ

の

定

着

化

を

一

層

進

め

て

い

く

こ

と

が

必

要

で

す

。

　

最

後

に

、

設

立

二

年

目

を

迎

え

て

、

積

極

的

な

森

林

組

合

の

展

開

を

図

っ

て

い

た

だ

き

、

松

本

広

域

森

林

組

合

が

一

層

力

強

く

前

進

さ

れ

ま

す

こ

と

を

ご

期

待

申

し

上

げ

ま

す

。

森林組合に作業を委託した場合の手続き

森

林

組

合

組合員（森林所有者）

必要な作業を委託した場合、委託した内容に応じて作業賃・手数料が必要となります。

間伐をしたいと思ったら！
森林組合の専門家に相談してみよう。

設

立

二

年

目

を

迎

え

た

「
松

本

広

域

森

林

組

合

」
の

発

展

に

期

待

す

る

　

　

松

本

地

方

事

務

所

林

務

課

長

　

松

　

瀬

　

收

　

司
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☆☆☆　特集　間伐のすすめ　☆☆☆

松本広域森林組合管内の森林（民有林）の約50％は人工林です。

団地形成により計画的に森林整備を推進！ 特 集

　当管内の民有林（国有林以外の森林）面積約８万２千haの内、約４万１千haが人の手に
よって植えられた人工林です。

この人工林等（天然林のアカマツを含む）５３％が間伐を必要とする森林で
す。

　人工林面積４万１千ha及び天然アカマツ８千２百haの内、約２万７千７百haが間伐を実
施する必要がある森林です。

間伐をしない気象害や林地崩壊の発生する危険性が高まります。

　間伐をしないと木と木の間隔が狭くなり（過密化）、「もやし」のようにヒョロヒョロとした木
になって台風や雪などで折れたり、根がしっかり張らないため林地崩壊の危険性が高ま
ります。

間伐をすると林内に光が入るようになり、木が成長して健全な森林になりま
す。
　間伐をすると林床（りんしょう：林内の地表）に光が入り、いろいろな植生が出てきます。
また、植えた木も太り森林の価値も上がります。
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団地形成により計画的に森林整備を推進！ 特 集

提案型施業による牧地区の間伐事業風景

伐採後の里山
施業前の森林

搬出された間伐材
施業前の調査確認



広域森林組合の皆々様のご苦労に対し感謝申し上げるとともに何分宜し くお願いいた しま す 。

わかりませんが材木の有効利用により精算等に足が出ないよう又、欲を言えばお釣りが来るよう期待したい

点もあります。

牧の近況が前述のとおりですが、ゴルフ場、リゾー ト地での活性化さらに里山整備により私有林

がきれいに整備され、子･孫の世代へ森林が健全な姿で引き継げた らと 期待 する もの である 。

安曇野市が誕生して3年目を迎えつつあるが「我が牧は、安曇野の奥の院」としての真言宗満願寺

う。

5ｹ年計画の1年目が終わり、次年度はあの山が整備される ･･ ･･と楽しみを心に持ちながら見守り、

牧地区は近年来、山林観光開発等が進み民有林が２つのゴルフ場、大型リゾー ト企業、優良大手

法人企業の進出、定着で法人区費が大口4社年間30万円、24社より189万円もの区費で潤い恩恵に浴

を配し集落の上にはいわゆる里山がありその上にゴルフ場、さらにリゾート保養地があり、活気に

さてこのような地形の所ですが、前述のとおり牧集落はゴルフ場等の施設の下は、一般に言う里

山であり時代の変遷とともに山の手入れもあまりされないまま放置され今日を迎えておりますが、このたび

松本広域森林組合よりの申出により牧区内の民有林の地主に話があり、県・市等の補助金交付による間伐

等の森林整備事業を是非やらせて欲しい旨の話があり、全体計画としては向う5ｹ年計画（平成19年度より

3月31日）となり無事終了した。

私の山も見違えるようにきれいに整備され、また向う5年間の中で牧の里山が整備されるであろう。

23年度）で約30ヘクタールの民有林を除間伐をやっていただく旨の長期施業委託契約が地主と森林組合の

の 間 で 得 ら れ 、 私 ど も 地 主 側 と し て は補 助金 によ る間 伐によっ て森 林が 整備 できれば 、こ

の上ない喜びであり、反対者はいない上、山もきれいに整備され森林資源の活用の道も将来可能と

さて、平成19年度は山林所有者10名の森林造成面積6.3haの契約（着手平成20年1月4日、完了平成20年

なるため同意されたわけである。

平成２０年７月３１日発行

ありますが、「長野県森林づくり県民税」が5年間ということで活用可能になった事もこの上ない喜びと言えよ

私自身補助金による間伐事業のことは以前から知っており過去2回ほど活用したことがある。

補助金の申請手続きだけで事は足りる。この利点は県民税の導入でどのような形になるかまだ、はっきり

尚、森林組合の歴史的変遷から考える時、松本広域森林組合の広域合併により、組合の規模、事

業の内容、資金面、名実ともに充実した森林組合となり安心して仕事を任される形になったことはこの上ない

喜びでもある。

また、私ども民有林所有者の立場からすれば、たまたま県の森林税決定前の段階で計画したところでは

している。

満ちている。

集特団地形成により計画的に森林整備を推進！

降 簱 史 敬  氏

 整備後の所有林にて！
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平

成

二

十

年

五

月

九

日

に

第

三

回

安

全

衛

生

大

会

が

安

曇

野

市

三

郷

温

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

　

合

併

し

直

営

の

技

能

職

員

も

六

〇

名

近

く

に

な

り

、
大

き

く

な

っ

た

組

合

を

支

え

る

大

事

な

職

員

で

あ

り

、
労

働

災

害

の

発

生

ゼ

ロ

を

目

標

に

研

修

会

と

し

て

実

施

を

し

ま

し

た

。

　

研

修

内

容

は

、
労

働

安

全

衛

生

に

つ

い

て

職

場

に

お

け

る

リ

ス

ク

ア

セ

ス

メ

ン

ト

が

安

全

性

確

保

の

た

め

に

義

務

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

　

リ

ス

ク

ア

セ

ス

メ

ン

ト

は

災

害

防

止

対

策

の

た

め

の

予

防

手

段

と

し

て

、
従

来

の

災

害

後

の

事

後

対

策

と

は

異

な

り

危

険

度

を

順

位

付

け

し

対

策

を

実

施

す

る

こ

と

に

よ

り

、
安

全

管

理

の

質

の

向

上

を

図

り

未

然

に

労

働

災

害

を

防

ぐ

事

を

目

的

と

し

た

研

修

会

で

し

た

。

各班に分かれミーティング

組合長挨拶

職員全員により労働災害ゼロを誓う！

平成２０年度

各班による発表



平成２０年７月３１日発行

鉢伏山（高ボッチ）

　

 

　

　

 

　

総檜造りの太鼓橋

安曇野
市

①本　所

⑤奈川事業所

山

形
村

波

田
町

朝

日
村

塩尻市

松本市

松　本　城

④筑南支所

聖

高

原

麻績

筑北村

生

坂
村

松本市

塩尻市

②筑北支所

③松本支所

松本市

上 高 地

①本　所　総合窓口・指導、販売、加工、森林整備等各種事業

（77-2413）

④筑南支所　森林整備等

（54-1687）

③松本支所　森林整備等

（46-1478）

②筑北支所　森林整備・販売（薪、原木）・購買ステーション（林業資材等）

（64-3300）    加工事業（皮剥丸太・杭等）

⑤奈川事業所　森林整備等

（79-2338）

事業内容



　

杉

、
檜

、
赤

松

の

主

要

針

葉

樹

に

つ

い

て

は

、
相

変

わ

ら

ず

の

安

値

で

横

這

い

状

態

が

続

い

て

い

る

　

一

方

【
栗

】
を

始

め

と

す

る

広

葉

樹

に

つ

い

て

は

、
活

発

な

応

札

が

あ

り

対

照

的

な

展

開

と

な

っ

て

い

る

。

　

唐

松

は

、
針

葉

樹

合

板

の

需

要

で

底

値

か

ら

は

脱

却

し

一

定

の

価

格

で

推

移

し

て

い

る

。

　

　

　

　

◆

お

知

ら

せ

◆

☆

林

業

資

材

の

注

文

に

つ

い

て

　

組

合

の

ガ

イ

ド

マ

ッ

プ

に

記

載

さ

れ

て

お

り

ま

す

よ

う

に

購

買

品

の

取

扱

に

つ

き

ま

し

て

は

、
筑

北

支

所

を

購

買

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

と

し

て

運

営

を

し

て

お

り

ま

す

の

で

ご

注

文

、
お

問

い

合

わ

せ

に

つ

き

ま

し

て

は

、
〇

二

六

三

ー

六

四

ー

三

三

〇

〇

ま

で

直

接

お

電

話

下

さ

い

。

　

な

お

、
本

所

、
各

支

所

で

も

お

取

次

ぎ

い

た

し

ま

す

。

　☆

総

代

の

皆

さ

ん

へ

　

四

月

十

一

日

開

催

の

記

念

す

べ

く

第

一

回

総

代

会

に

大

勢

の

総

代

の

皆

様

に

ご

出

席

を

賜

り

ま

し

た

こ

と

心

よ

り

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

☆

組

合

員

の

皆

さ

ん

へ

　

毎

回

お

知

ら

せ

を

し

て

お

り

ま

す

よ

う

に

組

合

で

は

、
組

合

員

の

管

理

台

帳

の

整

備

を

し

て

き

て

お

り

ま

す

。

　

住

所

並

び

に

名

義

変

更

等

が

生

じ

ま

し

た

ら

速

や

か

に

手

続

き

を

し

て

い

た

だ

き

た

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

☆

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

開

設

　

平

成

二

十

年

二

月

一

日

に

当

組

合

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

が

開

設

さ

れ

ま

し

た

。
　

　

　

組

合

の

情

報

等

順

次

掲

載

し

て

参

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

の

で

ご

覧

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

16,000 円

平成２０年７月３１日発行

樹種 長さｍ 規格 末口㎝ 平均価格/㎥

18,000 円
ヒノキ 3
ヒノキ 4 直 22～28

直 22～26

ス　ギ 3 直 16～18
ス　ギ 4 直 14～18

9,000 円
10,000 円
12,500 円ス　ギ 4 直 22～26
11,000 円

カラマツ 4 直

アカマツ 4 直 26～36
１本　500

円
36～44 18,000
22～30

9～12
11,000

円

50,000 円
円
円

円14～18
13,000

4 直 22～30 30,000
クリ 4 直 30～36
クリ

カラマツ 4 直

カラマツ 4 直

カラマツ 4 直

第８３１回
（７月２２日）


